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当研究室では、ピリドン（1）をジエンとする塩基触媒 Diels-Alder (DA)反応の開発とこ

れを用いた生理活性化合物の合成を行っている 1。DA 反応付加物(2)は窒素を含む多様な官能

其を有しており、pseudo-アミノ糖とその類縁体の合成中間体として優れた化合物である。今

回、著者らは、強いクルコシダーゼ阻害作用を示す validamine を含む 3 種の pseudo-アミノ

糖の立体選択的合成を行った 2。また、抗インフルエンザ薬として知られる pseudo-アミノ糖

類縁体 tamiful3)についてもその効率的な合成経路の検討を行っている。今回の発表では、化

合物 2 を用いた pseudo-アミノ糖およびその類縁体の合成に関してこれまでに得られた知見

を報告する。 
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